
平成３１年２月１４日　
第６回箕面市通学区域検討ワークショップ資料

第５回通学区域検討ワークショップまとめ



新設校に隣接する校区のご意見

1

第５回ワークショップでは、現在の校区のうち、どこからを新設校の校区にするか、
校区ごとに話し合っていただきました。
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新設校と分けたあとの中小校区案

バス通りを渡って中小に通っているエリア
なので、新設校の校区とすることで通学
の安全性が高まる

稲６丁目は比較的新しく住宅開発された
エリアなので新設校へ

船場西２丁目、３丁目は、中小・萱野小で校区が分断
されているので、新設校の校区とすることで分断を解消

小学校から半径1ｋｍ

…現在の校区

…変更案



坊島５丁目は物理的に萱野北小の方が
近いので、萱野北小校区にしてはどうか
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新設校と分けたあとの萱野小校区案

千里川より南で区切ると新設校の位置ギ
リギリになってしまい、北（国道171号線）
で区切ると校区が小さくなりすぎるので、
歴史的な経緯も踏まえ、千里川を萱野
小と新設校の境界にしてはどうか

坊島１丁目は物理的に中小の方が
近いので、中小校区への変更を検
討してはどうか

…現在の校区

…変更案

小
学

校
か

ら半
径

1ｋ
ｍ



白島地域のつながりを分断しないように
こちら側の境界はそのままに
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新設校と分けたあとの萱野東小校区案

萱野東小校区の過密さ解消のために校
区面積を狭めるとしたら、外院地域を豊
川北小・東小校区にしてはどうかとの意
見もあった

船場東１丁目～３丁目を新設校の校区に。
さらに北・東に広げると、西宿や今宮の地域のつながり
が切れてしまうのではないかとの懸念がある

…現在の校区

…変更案

小
学
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ら
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径
1
ｋ
ｍ



新設校に隣接しない校区のご意見
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第５回ワークショップでは、校区を考える指標「学校敷地面積/校区面積」を各校均等に
近づけるため、校区を広げるたり狭めるたりするとしたらどのような校区にするか、

校区ごとに話し合っていただきました。

平均値

平均値より値が大きい学校は、
校区を広げる余裕があります。

平均値より値が小さい学校は、
学校敷地に余裕がないので、
校区を狭める必要があります。
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西南小学校（校区を広げる）

半町２丁目の分断を解消できる

高低差があるので広げにくい

半町１丁目の境界で
広げると、桜ヶ丘４丁目の
子どもは西南小校区内を
横切って南小に行くことになる

小
学

校
か

ら
半

径
1ｋ

ｍ

半町３丁目の分断を解消できる。また、
このエリアの子どもたちは踏切を渡って
南小に通っているので、西南小校区に
すれば通学の安全性が向上する

桜井３丁目を分断して
しまうので、広げにくい

…現在の校区

…変更案



7

南小学校（校区を狭める）

物理的に箕面小に近く、
丁目が分断されている
箇所を解消

半町３丁目の一部が南小校区になって
いるので、西南小校区へ

…現在の校区

…変更案

小学校から半径1ｋｍ



今は滝道で東西に校区が分か
れているが、箕面１丁目が分か
れないように校区を見直しても
よいのでは
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西小学校（校区を広げる）

温泉町より北側は、物理的に
近い北小校区へ

…現在の校区

…変更案

商店街側へ校区を広げると、危険個所点検等
で勝手がわからない面がある一方、地域行事
が活気づくメリットもあるのでは

小学校から半径1ｋｍ
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箕面小学校（校区を狭める）

物理的に西小に近いが、通学で線
路を渡るため危険。中小にも近い
が、（現在の中学校区を前提にす
るならば）すぐそばに一中があるに
も関わらず五中まで通うことになり、
通学に不便ではないか。

物理的に南小の方が近い
ので、近隣住民にとって身
近な生活道路（箕面桜郵
便局前）で校区を区切って
はどうか

…現在の校区

…変更案

中央線で区切ると、西小路が分断
される懸念がある

小
学

校
か

ら
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径
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北小学校（校区を狭める）

滝道で東西に校区が分かれ
ているが、箕面１丁目が分か
れない方がいいのでは

…現在の校区

…変更案

小
学

校
か

ら
半

径
1ｋｍ
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萱野北小学校（校区を広げる）

現在整備中の萱野東西線で
校区を区切ってはどうか

…現在の校区

…変更案

如意谷地域を分断したくない

白島3丁目は比較的新しく住宅
開発されたエリア。山麓線以北な
ので、萱野北小校区の方が通学
も安全では。

小
学
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か

ら
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径
1
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豊川北小学校（校区を狭める）

田畑が多く、居住地域がほとんどないため。
（ただし、直線距離では東小校区の方が
近いが、実際に東小に行くには山麓線ま
で大回りする必要がある）

…現在の校区

…変更案

居住地域がほとんどないため

大阪大学キャンパスが
あり居住地域がほとんど
ないため

小
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東小学校（校区を狭める）

川を挟んでそれぞれコミュニティができているため、川で区切る。
ただし、箕面東コーポラスは過去に校区変更をしているため
変更を繰り返すことに懸念あり

…現在の校区

…変更案
居住地域がほとんどないため
※ただし、以前のワークショップで、このエリアは古く
から東小校区にしてきた経緯があるとのご意見も
あった

小
学

校
か

ら
半
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ｍ
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豊川南小学校（校区を狭める）

…現在の校区

…変更案

校区の北側境界は１７１号線なので変えにくい。
校区を狭めるとすれば東に小さくする方が良いのでは

小野原東の一部の地域では、第四中学校まで自転車通学し
ている。小野原東地域は第六中学校に通うことにし、自転車
通学を解消すればいいのではないか。

小
学

校
から半

径
1ｋｍ



全校区のご意見を重ね合わせると…

15



16

全校区のご意見を重ね合わせると…

一部重なりや空白地があります。これらのエリアを、できるだけ
各校の「狭めるor広げる」の考えに合うように、いずれかの校区
に入れていきます。

豊川北小・東小・豊川南小は「狭める」校区なので
狭めた分は隣接する萱野東小へ

豊川北小校区を
狭めた分、東小
校区へ

萱野北小は「広げる」校区
なので、萱野北小校区へ

萱野小の意見をもとに、中小校区へ

西小は「広げる」校区、
北小と箕面小は「狭める」
校区なので、西小校区へ

西小意見をもとに、温泉町
以北は北小校区へ

西南小は「広げる」校区なので、西南小校区へ

北部を切り取られ小さくなった箕面小校区へ

豊川北小の意見
をもとに、彩都の
丘学園校区へ

第四中学校
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重なりや空白をなくすと…

今回（第６回）のワークショップでは、
この校区図をもとに話し合っていきます。

第四中学校

第二中学校
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１．市教育委員会がお示しした方向性

　　＊校区の見直しは全市域的なものになる

　　＊長期にわたって安定的な校区をめざす

　　＊校区見直しの指標

　　　　　○小学校から半径１ｋｍ圏内を目安に校区を設定

　　　　　○学校の過密さ加減＝「学校敷地面積/校区面積」をできるだけ均等にする

　　　　　※「ある瞬間の児童数」を使うと、児童数が変動するたびに校区調整を繰り返すことに

　　　　　　　なってしまうので、人口増減に左右されない指標を用いる

　
２．ワークショップでいただいたご意見

　　＊これまでの地域のつながりを大切にしたい

　　　　　○生活圏が分断されないような校区が良い

　　　　　○町や丁目単位で校区を区切れば、客観的でわかりやすいし、地域活動もしやすい

          ○祭りなどの行事を行っている地域を分断しないようにしてほしい

　　　　　○現状からの変化ができるだけ少ない方が良い

通学区域見直しの考え方



２．ワークショップでいただいたご意見（つづき）

　　＊学校に通う子どもたちのことを大切にしたい

　　　　  ○171号線や新御堂筋など大きな道路で校区を区切れば、それらの道路を渡ること

             なく通学できて良い

　　　　　○校区の線引きを工夫することで通学の安全性を確保できるのが望ましいが、それが

             難しい場合、ハード面（歩道橋等）やソフト面（見守り等）でカバーすることが必要

          ○学校が校区の端にあると、同じ学校に通う子どもたちの中で、通学距離の長短の差

　　　　　　 が生じてしまうので、学校はできるだけ校区の中心にある方が良い

          ○船場地域の子どもたちの長距離通学の解消につながる校区割にすることが大前提で、

             新設校・中小・萱野小・萱野東小の校区が適切な広さ（＝通学距離）になるのが

             望ましい

          ○子どもにとって学校は、生活時間の多くを過ごす場であるため、学校によって教育

             環境に差が生じないよう、学校の過密さ加減（＝「学校敷地面積/校区面積」）は

             ある程度均等な方が良い

          ○教育活動に影響が出るほど著しく児童数が多く（あるいは少なく）なることがないか

             どうか、検証する必要あり 19

通学区域見直しの考え方



第５回ワークショップでの各校区意見を反映した場合の指標 第６回ワークショップ資料


